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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第８期

中間会計期間
第７期

会計期間
自2026年４月１日
至2026年９月30日

自2025年４月１日
至2026年３月31日

売上高 （千円） 89,636 337,548

経常利益又は経常損失（△） （千円） △77,192 36,436

中間純損失（△）又は当期純利益 （千円） △77,449 36,131

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － －

資本金 （千円） 90,000 90,000

発行済株式総数    

普通株式 （株） 7,114,000 38,140

Ａ-１種優先株式 （株） － 13,000

Ｂ種優先株式 （株） － 20,000

純資産額 （千円） 490,740 568,190

総資産額 （千円） 509,801 584,708

１株当たり中間純損失（△）又は

１株当たり当期純利益
（円） △10.89 5.08

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益
（円） － －

１株当たり配当額 （円） － －

自己資本比率 （％） 96.3 97.2

営業活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） 1,869 11,567

投資活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △3,075 △44,732

財務活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △2,000 －

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
（千円） 448,700 451,906

　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２．当社は、第７期中間会計期間については中間財務諸表を作成していないため、第７期中間会計期間に係る主

要な経営指標等の推移については記載しておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、当社は関連会社を有していないため記載しておりません。

４．１株当たり中間純損失（△）又は１株当たり当期純利益の算定上、優先株式を含めて算定しております。

５．第８期中間会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式は存在するものの、当社

は、2026年11月２日に東京証券取引所グロース市場に上場したため、期中平均株価が把握できないため、ま

た、１株当たり中間純損失であるため、記載しておりません。また、第７期の潜在株式調整後１株当たり当

期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社は、2026年11月２日に東京証券取引所グロース市場

に上場したため、期中平均株価が把握できないため記載しておりません。

６．１株当たり配当額については、配当を実施していないため記載しておりません。
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７．2026年５月25日開催の臨時取締役会において、Ａ-１種優先株式及びＢ種優先株式の全てにつき、定款に定

める取得条項に基づき取得することを決議し、2026年６月11日付で自己株式として取得し、対価としてＡ-

１種優先株式及びＢ種優先株式１株につき普通株式１株をそれぞれ交付しております。また、当社が取得し

た当該Ａ-１種優先株式及びＢ種優先株式について、2026年６月11日開催の臨時取締役会決議により、同日

の2026年６月11日付で消却を行っております。なお、当社は、2026年６月26日開催の定時株主総会により、

同日の2026年６月26日付で種類株式を発行する旨の定款の定めを廃止しております。

８．当社は、2026年６月30日付で普通株式１株につき100株の株式分割を行っております。第７期の期首に当該

株式分割が行われたと仮定し、１株当たり中間純損失（△）又は１株当たり当期純利益を算定しておりま

す。

 

 

２【事業の内容】

　当中間会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当中間会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、有価証券届出書に記載した事業等のリスクにつ

いての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当中間会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、前中間

会計期間については中間財務諸表を作成していないため、前年同中間会計期間との比較分析は行っておりません。

 

(1）経営成績の状況

　当中間会計期間（2026年４月１日～2026年９月30日）における我が国の経済は、堅調なインバウンド需要に加

え、雇用・所得環境の改善により緩やかな改善が見られるものの、金融資本市場の変動や、米国の政策動向、不安

定な国際情勢など、国内景気は依然として不透明な状況が続いております。

　当社は、世界に誇る革新的ファージディスプレイ抗体技術を利用し、動物（ペット）のアンメットメディカル

ニーズを満たす完全イヌ、完全ネコ型の高品質、高機能性抗体医薬の創製に取り組んでいます。

近年、ペット（イヌ、ネコ）の高齢化に伴う免疫疾患、がん、関節疾患等の慢性疾患の増加と、家族の一員として

の位置づけ定着により、ペットに対する高品質な医療ニーズが増大しています。これに伴い、安全かつ有効な治療

モダリティーである抗体医薬への期待が世界中の獣医療従事者、ペットオーナー、動物用医薬品企業の間で急速に

高まっています。また、日米欧の大手動物用医薬品企業は、ペット用抗体医薬への本格的参入に向けた取り組みを

活発化させており、過去20年ヒト用抗体医薬で見られたように、イヌ、ネコ用抗体医薬も今後新たな巨大市場が形

成されると予測されています。当社はこの市場環境に応じて、事業提携の機会増加が確実に見込める動物用抗体医

薬品領域を重点領域として、共同研究プロジェクトと自社プロジェクトの両軸で研究開発と事業開発活動を展開し

て参りました。

　当中間会計期間においては、共同研究プロジェクトでは、Ceva Sante Animale S.A.（Ceva）社とのイヌ疾患治

療用抗体に関する共同研究が順調に進行し、契約に基づくマイルストーンを達成し、一時金を受領しました。ま

た、MSD Animal Health社との共同研究において、既存の３つのプロジェクトの標的分子の変更契約に合意し、そ

れに伴い契約一時金の見直しにより、追加の一時金を受領しました。その他、複数の動物用医薬品企業と共同研究

契約の交渉を進めており、第３四半期以降に契約締結及び契約一時金の受領を見込んでおります。自社プロジェク

トでは、日本曹達株式会社に導出したネコ炎症性疾患治療用抗体の契約に基づくマイルストーンを達成し、一時金

を受領しました。

　このような状況のもと、当中間会計期間の経営成績は、売上高89,636千円、営業損失67,642千円、経常損失

77,192千円、中間純損失77,449千円となりました。

　なお、当社は医薬品の研究開発事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載は省略しております。

 

(2）財政状態の状況

（資産）

　当中間会計期間末における流動資産は468,822千円となり、前事業年度末に比べ67,253千円減少いたしました。

これは主に、当社の共同研究が順調に進行したことで現金及び預金が3,206千円減少、売掛金が78,010千円減少し

たこと等によるものであります。

　固定資産は40,978千円となり、前事業年度末に比べ7,652千円減少いたしました。これは主に、減価償却費によ

る有形固定資産の減少によるものであります。

　この結果、総資産は、509,801千円となり、前事業年度末に比べ74,906千円減少いたしました。

（負債）

　当中間会計期間末における流動負債は18,255千円となり、前事業年度末に比べ2,539千円増加いたしました。こ
れは主に、当社の共同研究の進行により前受金が2,775千円減少した一方で、研究進捗に伴い、未払金が5,870千円

増加したことによるものであります。

　この結果、負債合計は19,061千円となり、前事業年度末に比べ2,543千円増加いたしました。

（純資産）

　当中間会計期間末における純資産合計は490,740千円となり、前事業年度末に比べ77,449千円減少いたしまし

た。これは中間純損失の計上により利益剰余金が77,449千円減少したことによるものであります。
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(3）キャッシュ・フローの状況

　当中間会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末に比べ3,206千円

減少し、448,700千円となりました。

　当中間会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、収入として得た資金は1,869千円となりました。これは主に減価償却費10,249千円、売上債

権の減少額78,010千円、株式交付費2,733千円、上場関連費用6,702千円の資金増加要因があった一方で、税引前

中間純損失77,192千円、その他18,374千円の資金減少要因があったことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、使用した資金は3,075千円となりました。これは有形固定資産の取得による支出3,075千円が

あったことによるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、使用した資金は2,000千円となりました。これは上場関連費用の支出2,000千円があったこと

によるものであります。

 

(4）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　有価証券届出書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」における

会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(5）経営方針・経営戦略等

　当中間会計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

(6）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当中間会計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はありませ

ん。

 

(7）研究開発活動

　当社の研究開発活動における当中間会計期間の研究開発費は78,040千円となりました。また、当中間会計期間に

おいては、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(8）経営成績に重要な影響を与える要因

　当中間会計期間において、経営成績に重要な影響を与える要因について重要な変更はありません。
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３【重要な契約等】

　当中間会計期間において、下記の重要な契約を締結いたしました。

　以下の表の共同研究契約については、動物種、標的分子、適応疾患、開発ステージ等に関する具体的な内容は、提

携先の重要な研究開発上の機密情報に該当するため、契約内容において、当該具体的な内容及び個別パイプラインを

特定し得る情報を省略又は一般化して記載しております。

 

相手先の
名称

相手先の
所在地

契約の名称 契約締結日 契約期間 契約内容

MSD

Animal

Health

米国

AMENDMENT No. 2 to

the Discovery

Collaboration

Agreement

2026年６月18日

左記契約日を始期とし

て終期の定めなし

2024年12月24日に締結した

「Discovery Collaboration

Agreement」について一部の

標的分子を変更する旨を規定
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 28,456,000

計 28,456,000

 

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末
現在発行数（株）
（2026年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2026年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,114,000 8,054,700

東京証券取引所

グロース市場

 

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない当社にお

ける標準となる株式

であります。

なお、単元株式数は

100株であります。

計 7,114,000 8,054,700 － －

（注）１．2026年11月２日をもって、当社株式は東京証券取引所グロース市場に上場しております。

２．2026年10月30日を払込期日とする公募（ブックビルディング方式による募集）による新株発行により、発行済

株式総数は940,700株増加しております。
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（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。
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（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総数
残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2026年６月11日

(注)１

普通株式

33,000

A-1種優先株式

△13,000

B種優先株式

△20,000

普通株式

71,140
－ 90,000 － 545,888

2026年６月30日

(注)２

普通株式

7,042,860

普通株式

7,114,000
－ 90,000 － 545,888

（注）１．2026年５月25日開催の臨時取締役会において、Ａ-１種優先株式及びＢ種優先株式の全てにつき、定款に定め

る取得条項に基づき取得することを決議し、2026年６月11日付で自己株式として取得し、対価としてＡ-１種

優先株式及びＢ種優先株式１株につき普通株式１株をそれぞれ交付しております。また、同日付で全てのＡ-

１種優先株式及びＢ種優先株式は、会社法第178条の規定に基づき、消却しております。

２．2026年６月11日開催の臨時取締役会決議に基づき、2026年６月30日付で普通株式１株につき100株の割合で株

式分割を行っております。これにより発行済株式総数は7,042,860株増加し、7,114,000株となっております。

３．当社は、2026年11月２日付で当社株式が東京証券取引所グロース市場に上場したことに伴い、2026年10月30日

を払込期日とする有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）を行っております。

発行価格　　　　　　 830円

引受価額　　　　　763.60円

資本組入額　　　　381.80円

払込金総額　　 718,318千円
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（５）【大株主の状況】

  2026年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合

（％）

名古屋大学・東海地区大学広域ベ

ンチャー２号投資事業組合
東京都中央区日本橋本町三丁目７番２号 1,225,000 17.22

九州広域復興支援投資事業有限責

任組合
熊本県熊本市中央区桜町２番17号 1,000,000 14.06

新庄　勝浩 東京都八王子市 904,000 12.71

黒澤　仁 愛知県名古屋市名東区 900,000 12.65

アクシル・ライフサイエンス＆ヘ

ルスケアファンド２号投資事業有

限責任組合

東京都港区西新橋一丁目11番４号日土地西

新橋ビル７Ｆ
625,000 8.79

株式会社アニヴェルセルHOLDINGS 東京都港区北青山三丁目５番27号 500,000 7.03

小泉　信一 神奈川県横浜市中区 460,000 6.47

森下　和広 宮崎県宮崎市 450,000 6.33

柴崎　友一朗 神奈川県横浜市港北区 300,000 4.22

みやぎん宮崎大学夢応援投資事業

有限責任組合
宮崎県宮崎市橘通東四丁目３番５号 250,000 3.51

計 － 6,614,000 92.97

(注) 発行済株式(自己株式を除く。)の総数に対する所有株式数の割合は、小数点以下第３位を四捨五入しております。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

     2026年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  －  － －

議決権制限株式（自己株式等）  －  － －

議決権制限株式（その他）  －  － －

完全議決権株式（自己株式等）  －  － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,114,000  71,140

「１(1）② 発行済株

式」の「内容」の記載を

参照

単元未満株式  －  － －

発行済株式総数  7,114,000  － －

総株主の議決権  －  71,140 －

 

 

②【自己株式等】

　該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　有価証券届出書の提出日後、当中間会計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間財務諸表の作成方法について

　当社の中間財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号。以下

「財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、当半期報告書は、最初に提出する半期報告書であるため、前年同期との対比は行っておりません。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、財務諸表等規則第１

編及び第３編の規定により第１種中間財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間会計期間（2026年４月１日から2026年９月30日

まで）に係る中間財務諸表について、三優監査法人による期中レビューを受けております。

 

３．中間連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、中間連結財務諸表を作成しておりません。
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１【中間財務諸表】

（１）【中間貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

（2026年３月31日）
当中間会計期間
（2026年９月30日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 451,906 448,700

売掛金 78,852 842

その他 5,317 19,280

流動資産合計 536,076 468,822

固定資産   

有形固定資産 47,900 40,343

無形固定資産 495 415

投資その他の資産 235 220

固定資産合計 48,631 40,978

資産合計 584,708 509,801

負債の部   

流動負債   

未払法人税等 304 152

その他 15,411 18,103

流動負債合計 15,716 18,255

固定負債   

資産除去債務 801 805

固定負債合計 801 805

負債合計 16,518 19,061

純資産の部   

株主資本   

資本金 90,000 90,000

資本剰余金 545,888 545,888

利益剰余金 △67,698 △145,148

株主資本合計 568,190 490,740

純資産合計 568,190 490,740

負債純資産合計 584,708 509,801
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（２）【中間損益計算書】

 （単位：千円）

 
当中間会計期間

（自　2026年４月１日
至　2026年９月30日）

売上高 89,636

売上原価 －

売上総利益 89,636

販売費及び一般管理費 ※ 157,279

営業損失（△） △67,642

営業外収益  

受取利息 683

営業外収益合計 683

営業外費用  

為替差損 797

株式交付費 2,733

上場関連費用 6,702

営業外費用合計 10,233

経常損失（△） △77,192

税引前中間純損失（△） △77,192

法人税、住民税及び事業税 256

法人税等合計 256

中間純損失（△） △77,449
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（３）【中間キャッシュ・フロー計算書】

 （単位：千円）

 
当中間会計期間

（自　2026年４月１日
至　2026年９月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前中間純損失（△） △77,192

減価償却費 10,249

受取利息 △683

株式交付費 2,733

上場関連費用 6,702

売上債権の増減額（△は増加） 78,010

その他 △18,374

小計 1,444

利息及び配当金の受取額 683

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △259

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,869

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △3,075

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,075

財務活動によるキャッシュ・フロー  

上場関連費用の支出 △2,000

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,000

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,206

現金及び現金同等物の期首残高 451,906

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 448,700
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【注記事項】

（中間損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
当中間会計期間

（自　2026年４月１日
至　2026年９月30日）

研究開発費 78,040千円

 

 

 

（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおり

であります。

 
当中間会計期間

（自　2026年４月１日
至　2026年９月30日）

現金及び預金勘定 448,700千円

現金及び現金同等物 448,700千円

 

 

 

（株主資本等関係）

当中間会計期間（自　2026年４月１日　至　2026年９月30日）

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２．基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当中間会計期間（自　2026年４月１日　至　2026年９月30日）

　当社は、医薬品の研究開発事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　当社は、医薬品の研究開発事業の単一セグメントであり、主要な顧客との契約から生じる収益を分解した情報

は、以下のとおりであります。

 

当中間会計期間（自　2026年４月１日　至　2026年９月30日）

（単位：千円）
 

項目
当中間会計期間

（自　2026年４月１日
至　2026年９月30日）

共同プロジェクト収入 40,200

自社プロジェクト収入 44,000

コンサルティング収入 4,210

その他 1,226

顧客との契約から生じる収益 89,636

外部顧客への売上高 89,636

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり中間純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当中間会計期間

（自　2026年４月１日
至　2026年９月30日）

１株当たり中間純損失（△） △10円89銭

（算定上の基礎）  

中間純損失（△）（千円） △77,449

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る中間純損失（△）（千円） △77,449

普通株式の期中平均株式数（株） 7,114,000

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり中間

純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前事業年度末から

重要な変動があったものの概要

－

（注）１．潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式は存在するものの、当社は、2026年11月２日に東

京証券取引所グロース市場に上場したため、期中平均株価が把握できないため、また、１株当たり中間純損失

であるため、記載しておりません。

２．１株当たり中間純損失の算定上、優先株式を含めて算定しております。なお、2026年５月25日開催の臨時取締

役会において、Ａ-１種優先株式及びＢ種優先株式の全てにつき、定款に定める取得条項に基づき取得するこ

とを決議し、2026年６月11日付で自己株式として取得し、対価としてＡ-１種優先株式及びＢ種優先株式１株

につき普通株式１株をそれぞれ交付しております。また、当社が取得した当該Ａ-１種優先株式及びＢ種優先

株式について、2026年６月11日開催の臨時取締役会決議により、同日の2026年６月11日付で消却を行っており

ます。

３．当社は、2026年６月30日付で普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っております。期首に当該株式

分割が行われたと仮定して、１株当たり中間純損失を算定しております。
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（重要な後発事象）

（公募による新株式の発行）
　当社は、2026年11月２日付で東京証券取引所グロース市場に株式を上場いたしました。この上場に当たり
2026年９月28日及び2026年10月13日開催の取締役会において、次のとおり新株式の発行を決議し、2026年10月
30日に払込が完了いたしました。

 
① 募集方法 一般募集(ブックビルディング方式による募集)
② 発行する株式の種類及び数 普通株式 940,700株
③ 発行価格 　　　　　　830.00円 (注)１
④ 引受価額 　　　　　　763.60円 (注)２
⑤ 資本組入額 １株につき 381.80円
⑥ 発行価格の総額  　780,781千円
⑦ 引受価額の総額  　718,318千円
⑧ 資本組入額の総額  359,159千円
⑨ 払込期日 2026年10月30日
⑩ 資金の使途 当社の公募増資による調達資金の使途は、設備資金、研究開発費、運転資金に充当する予定で

す。
(注)１．一般募集はこの価格にて行いました。
(注)２．この価額は当社が引受人より１株当たりの新株式払込金として受け取った金額であります。なお、発

行価格と引受価額との差額の総額は、引受人の手取金となります。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

2026年11月11日

MabGenesis株式会社

取締役会　御中

 

三優監査法人

名古屋事務所

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 吉川　雄城

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　啓太

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているMabGenesis株式

会社の2026年４月１日から2027年３月31日までの第８期事業年度の中間会計期間（2026年４月１日から2026年９月30日ま

で）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間キャッシュ・フロー計算書及び注記につい

て期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間財務諸表が、期中財務諸表に係る我が国において一般に公正

妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、MabGenesis株式会社の2026年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する中間会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要

な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載されてい

る。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規定

を含む。）に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人

は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

強調事項

　【注記事項】（重要な後発事象）に記載されているとおり、会社は、2026年９月28日及び2026年10月13日開催の取締役

会において、公募による新株式の発行を決議し、2026年10月30日に払込が完了している。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 

中間財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、期中財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間財務諸表を作成することが適切であるかど

うかを評価し、期中財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関

する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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中間財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間財務諸

表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間財務諸表において、期中財務諸表に係る我が国において一

般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないか

どうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書におい

て中間財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間財務諸表の注記事項が適切でな

い場合は、中間財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期

中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・　中間財務諸表の表示及び注記事項が、期中財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基

準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間財務諸表の

表示、構成及び内容、並びに中間財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が

認められないかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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